19世紀の旅日記 : 「近藤家文書」を素材に(研究プロジェクト 幕末･維新期の旅日記を読む : 岡山「近藤家文書」を中心に) by 寺島 宏貴
19世紀の旅日記 : 「近藤家文書」を素材に(研究プ










































































治 43 年〈1910〉）は醤油醸造業、備前醤油組合（明治 13 年〈1880〉に組合長就任）、
岡山藩産物掛（明治 2 年〈1869〉に就任）、司代・副戸長、村会議長である。
次に、三郎二の長男敬次郎（同じく復堂と号す。慶応元年〈1865〉～昭和 7 年


































































































































内に注記した。なお先に触れた「近藤三郎二君墓碣銘」（柴田忠克撰、大正 8 年〈1919〉10 月）も

















































































番号 翻刻 年 月 日 標題 作成 受取 形態 備考
1 未 文政12 3 吉日 伊勢参宮土産物調覚 三郎右衛門　 横半帳
於さ井　
小ため





3 未 文政12 3 吉 金銀両替ニ出シ日記　 鼇山人〔三郎 横半帳
銭（持参分ヨリ）両替入リ津利 右衛門保定〕
入リ在高〆




5 未 天保3 3 13 伊勢参宮道中小遣　京大阪滞留 蘭畝 横半帳
中小遣　土産買物等留
6 未 天保3 春 伊勢参宮持参金銭両替日記 蘭畝 横半帳
7 ○ 安政6 仲夏 吉 上京万日記 復堂 横半帳
8 ○ 安政6 菊 吉 上京日記 復堂 横半帳
9 ○ 安政7 3 吉日 伊勢参宮道中日記 近藤復堂 横半帳
10 ○ 安政7 3 吉 伊勢参宮道中遣日記 近藤復堂 横半帳
11 ○ 万延2 花 吉 上坂日記算用控 復堂 横半帳
12 元治元～ （与兵衛老親次男、三男ら武家 小冊子
奉公履歴）
13 ○ 慶応4 4 吉日 上京日記 近藤復堂 横半帳
14 ○ 慶応4 9 吉 船中在坂在京中日誌 近藤復堂 横半帳
15 ○ 明治2 9 吉 上京日誌 近藤復堂 横半帳
16 ○ 明治5 5 吉 いづもまいりおぼえちよう 神原屋幸蔵 横半帳





18 ○ 明治8 10 上阪并西京滞留中日誌 近藤復堂 横半帳
19 ○ 明治9 6 定例  直組上京諸入費記 近藤 横半帳
20 ○ 明治10 6 直組上京諸入費日誌 近藤復堂 横半帳
21 ○ 明治11 5 2 金刀比羅宮参詣入費 近藤復堂 横半帳
22 ○ 明治11 5 児島霊場順拝入費記 近藤復堂 横半帳
23 ○ 明治11 6 直組上京諸入費日記 近藤復堂 横半帳
24 ○ 明治11 11 醤油直組総代上京日誌 近藤三郎二 横半帳
25 ○ 明治13 3 臨時直組上京記事 近藤復堂 横半帳
26 未 明治13 10 28 目録（菊の葉、擂鉢、黒髪など） 近藤由宇 横半帳
付表1　史料目録
研究プロジェクト：幕末・維新期の旅日記を読む ── 037
番号 翻刻 年 月 日 標題 作成 受取 形態 備考
27 未 明治22 4 上京旅費日記 近藤 横半帳
28 未 明治22 5 中旬 西京ヨリ伊勢地方へ漫遊日記 近藤敬次郎 横半帳
29 未 明治22 6 伊勢参宿道中費并ニ土産物其外諸 東　近藤 横半帳
買物覚記
30 未 明治23 12 12 （雇い申す、ただし給金7円の 神戸地方裁 小倉軍太郎 切紙
こと） 判所
31 未 明治32 5 10 寄留御届（田中正身が田那村方 田中正身、田 岡山市長小 綴 離籍届下書きを合
へ寄留につき） 那村重縄・親 田安正、足 綴
権者母田那村 守町戸籍吏
きく 宇野圭三




33 未 2 4 （御用の儀につき明5日5時に出 権少参事 小倉与八郎 切紙 史料の継ぎ目が切
仕すべきこと） れている
34 未 3 13 出雲大社参詣順路並ニ見物 横帳
35 未 （近代） 第6 19 証（紅指掛代16銭8厘） 藤原■〔判読 東 近藤 切紙
不可〕
36 未 （近世） 11 10 書状（広井角十郎の江戸表借財 頼波猶平二 近藤雄吉 切紙 2点あり、包紙で
の始末につき再度相談） 一括
37 未 （近世） 書状（広井角十郎の江戸表での 頼波猶平二 近藤雄吉 切紙 2点あり、包紙で
借金の始末につき相談） 一括
38 未 （近世） 3 4 書状（鯛などの買物、氏神宮御 亀山陣八 切紙
簾の誂えの依頼）
39 未 道中宿案内（岡山から杵築まで） 大社宿坊広瀬 切紙 木版
右仲
40 未 アヲ越道（そのルートについて） 切紙
41 未 （「一　京焼急須・壱円、茶碗 横帳
五円　戸長　森大五郎…」）
42 ○ （「京ヨリ大津ヘ三里大津ヨリ 横半帳
草津ヘ三里半…」）
43 未 （「一、百文　東山江小遣　 横半帳
一、百弐拾文　同支度代…」）
44 未 （近世） （古今集序文など抜書き） 小冊子 村井雲渓が文政5
年に書写か
45 未 （近代） （名前付け帳） 横帳
藤家文書の所蔵先が郷土資料館と明記されているが、すでに同館は閉館したよう




















































































































































りおぼえちやう」神原屋幸蔵、明治 5 年〈1872〉。同 34 に「出雲大社参詣順路並ニ見物」明治初期



























































































































①東近藤家の生産規模は大豆・小麦の購入量から考えて、500 石から 1,000 石仕込程度であること、
②製造石高にして約 1,500 から 3,500 石程度、樽数にして 4,500 樽から 10,000 樽（一樽 3 斗 5 升
か）、
③仕込み大豆 1 石につき約 3 石、樽数にして 8.5 挺の大樽による醤油生産、
④収入の 98.5％は醤油代金であり、他は醤油粕。ただし臨時に袋・叺等を処分した代金が入ること
もある、
⑤支出の大半は原料費であり、生産原価に占める割合は 55％前後（大豆は 25％、小麦は 22～23％、
塩 8～9％）、
⑥労働賃金は雇人（蔵人）・桶屋人夫を含めて 6～8％である 20 年代よりも 30 年代に入るとやや減
少する傾向（労働賃金の割合が 10％を切る）、















は、京積造元も値組の行われる 6 月と 11 月に合わせ、国元での大豆・小麦の原
料価格を調査すべく、6 月 20 日と 11 月 20 日に国元で協議している。調査結果
は、同月 25 日までに京都問屋の年番に、飛脚をさしむけ連絡した。大坂堂島の
価格をみながらも、国元での実態を少しでも反映させようとしたのである 39）。
明治 9 年（1876）6 月の「直組上京諸入費記」（近藤家文書 19）は造元・三郎二
復堂の上京日記であるが、値組の最も手短な記載でもある。これをみると、三郎























40）「臨時値組総代上京日誌」（近藤家文書 24）は明治 11 年（1878）の 11 月である。また臨時に行われ



















5銭 三島屋　茶料 2人前 淀
25銭 やうかん　 2














































































組上京諸入費日誌」（近藤家文書 20、明治 10 年〈1877〉6 月）には買物のほか、大





















復堂が買った『太政官日誌』のバラ本（1 号 1 冊本）は、刊行時期からして初
号（慶応 4 年 2 月 23 日）から第 9 号（同 4 月、日欠）までの 9 冊であろう。『行在
所日誌』は、これまた初号（3 月 25 日）から第 3 号（4 月 7 日）または 4 号（同







































































日記の残存時期における近藤家のありようは、明治 20 年代から 30 年代にか
けての、同家の安定経営の基礎を形作ったであろう。このような家に、旅はどう
位置付けられるのか。近藤家にとって旅は商業活動であり、販路・経営規模の拡
大のための意味合いがある。地道な旅を基盤として、敬次郎の代に入って近藤家
の生産規模は拡大していった。当主による旅日記の数々は、家業の経営事情から
マメに、足繁く京阪に赴いたことを表している。
当主が残した日記の数々からは、旅の様子がどのようなものか明らかになる。
とはいえ旅の記録をいったん繙けば、近世の旅をめぐるあれこれ、旅の制度と実
状や民俗が複雑に絡みあうさまを目にすることになる。それどころか、史料の残
存期以後の社会が経験する、交通事情の大きな変化への目くばりを促さずにはお
かない。旅の日記は多様な性格を持ち、個々の論点からさまざまな仕方で迫りう
るであろう。近藤家文書には幕末維新というよりは 19 世紀、なかんずくその旅
のありかた―旅の 19 世紀的な姿―が投影されている。
交通手段の変化を見れば、近藤家がいかなる制約のもと旅を繰り返さねばなら
050 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北2015』
──────────────────
52）『大町念仏講帳』（河北町史編纂委員会編、河北町、1991）。『太政官日誌』における戦争届書では、
政府による「政治情報を限定的・選択的に公開するという情報操作」（箱石大「戊辰戦争史料論──
戦場届書に関する考察を中心として」明治維新史学会編『明治維新と史料学』吉川弘文館、2010、
93 頁）を経て、誇大な表現をとって官軍勝利が喧伝された。読者は政府広報紙以外のメディアから
より確かな情報に迫らねばならないが、交通・立地に恵まれた地域では、商品流通や渡り者を通じ
ての諸ルートから色々な情報を入手し、それらを比較することも可能であろう。官版日誌の虚実を
見きわめる材料を持ち合わせた読み手を想定できる。
53）前掲大藤「地域とコミュニケーション」。
なかったか、も問われよう。じっさい、さきにみたように三郎二復堂は値組のた
めに上京すべく種々の交通手段を駆使し、人力車、蒸気船、陸蒸気、三十石船と
乗り継いでいる。前後の時代の旅への参照が強く要請されることによって、旅日
記は使いでのある史料と化すのではなかろうか。　
近藤家の旅日記は明治のそれが多くを占めるが、日記の形態にしろ、旅の中身
にしろ、また購入物品にしろ近世を色濃く残し、明治の開化から想起しうるよう
な急激な社会変容を思わせない。その日記は、当主にとって旅は家業の一部であ
ったことを伝える。旅と日常性とが深く結びついている。出雲・伊勢参りを目当
てとして、お定まりの「観光」ルートを辿った日記もあるにはある。が、家業の
醬油醸造業と密接な旅は、家の経営にとって重い意味を持つ。
旅は、日常から乖離した特別な時とは限らない。ひとくちに旅といっても近・
現代の旅行・観光産業のイメージから、余暇・趣味として一括りにするわけには
ゆかない。近藤家が経験した西国の旅は、趣味というには勿体なさ過ぎるほどの
中身を備える。旅は趣味の類ではなく、生業である。
旅の目的の一つには、自己の生活圏の外の人々との邂逅がある。旅は、そのよ
うな人々から情報を広域的に拾い集めていくための機会でもある。旅が長くなる
ほど話の種になる様々な出来事を経験するように、道中で継起する物事に旅人は
いちいち興ずることもできる 54）。旅人は抱えきれぬ土産と土産話とともに帰路に
つく。旅の目的と意味は多岐にわたっている。抜け目のない商用も遊山も、一つ
の旅のなかに混じりあっているのである。
謝辞：資料収集にあたり島田大輔氏（早稲田大学社会科学学術院助手）の協力を得、
また玉野市番田の歴史について同市出身の藤澤匡樹氏（東京大学大学院総合文化研
究科博士課程）の助言を得た。また早稲田大学図書館におかれては備前醤油醸造
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54）この点、出口智之『幸田露伴と根岸党の文人たち──もうひとつの明治』（教育評論社、2011）、同
編のアンソロジーである『汽車に乗った明治の文人たち──明治の鉄道紀行集』（同、2014）が示唆
的であった。旅で際会する物事を、旅人は十把一絡げに楽しんでいることが出口の各書からうかが
える。
